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研究成果の概要： 
モデル分析により、ダンピング企業の輸出は、輸出からの利益が非常に小さい状況で開始され
る形で、製品が安売りされることを明らかにできた。このダンピングが発生しても、長期にお
いては、輸入国の厚生を変化させないという結論を得た。 
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１．研究開始当初の背景 

 

Yano and Dei (2005, 2006)は、消費にお

いてネットワーク外部性が存在するなかで

既存の製品から新製品へ需要が大規模にシ

フトすると、企業は限界費用よりも低い価格

で販売する可能性があり、これが貿易におけ

る限界費用ダンピングをもたらすことを明

らかにした。 

 

 

 

２．研究の目的 

 

国内製品から輸入品への大規模な需要シ

フトが起こる状況ではそれだけで、需要シフ



トダンピングと呼ぶことのできるダンピン

グが引き起こされることを示す。 

 

 

３．研究の方法 

 

部分均衡分析を使い、既存の国内製品市場

と新しく輸入される輸入品市場の 2市場をも

つ輸入国のモデルを構築し、ダンピング企業

の利潤最大化行動を記述する。このダンピン

グの厚生上の長期的効果を考察する。 

 

 

（1）外国製品が自国市場に新しく輸入され

る。この市場には既存の製品Ｈが自国企業に

よって販売されている。単一の外国企業ｆが

外国製品Ｆを独占的に供給している。企業ｆ

は輸出供給量と輸出価格を以下に示される

需要条件の下で選択する。企業ｆが直面する

需要曲線は大規模な需要シフトが存在する

ときには椅子型になることを後で示す。 

 

 

（2）企業ｆは消費者が望む購入量よりも少

ない量を販売できる。自国の個別の消費者は

自分が望むだけのものを購入できるかまっ

たく購入できないかであるとすると、購入で

きる消費者の割合ｒは企業の供給量を市場

の需要量で割ったものになる。このｒは各消

費者が製品Ｆを購入できる確率を表す。 

 

 

（3）各消費者はＦを買えたときの消費者余

剰とＦを買えずＨを買わなければならなか

ったときの消費者余剰を確率ｒと 1-ｒで加

重平均した消費者余剰の期待値とＦを買え

ずＨを買わなければならなかったときの消

費者余剰を比較し、前者が後者よりも大きい

とき、消費者はＨからＦへ消費を切り替えよ

うとする。この条件は、Ｆを買えたときの消

費者余剰がＦを買えずＨを買わなければな

らなかったときの消費者余剰よりも大きい

ことを意味する。製品Ｈは完全競争的に所与

の価格で売られているとすると、Ｆを買えず

Ｈを買わなければならなかったときの消費

者余剰は一定値となる。このとき、企業ｆが

直面する需要曲線は椅子型となる。 

 

 

（4）企業ｆが本国である外国市場で販売す

る価格は外生的に固定されているとする。例

えば、外国政府が幼稚産業に補助を与えてい

る場合を考えればよい。したがって外国市場

での需要も固定されるので、企業ｆが輸出し

ないときの本国市場で得られる利潤も固定

される。企業ｆはこの利潤よりも大きな利潤

が輸出をすることで両市場から得られるな

らば、輸出を選択するであろう。 

 

 

（5）輸出量プラス本国市場で需要される産

出量の総生産量にかかる総費用から本国市

場で需要される産出量のみを生産するとき

にかかる総費用を差し引いた差を輸出の総

費用と呼ぶことにすると、輸出から発生する

収入から輸出の総費用を引いたπＥＸが正

であることが（4）で輸出が選択される条件

と一致する。 

 

 

（6）πＥＸの等利潤曲線群をＦの自国市場

での価格を縦軸にとりＦの輸出量を横軸に

とった図に描くことができる。この図には企

業ｆが直面する椅子型の需要曲線が描かれ

ている。 

 



（7）πＥＸがゼロに等しい曲線をゼロ輸出

利潤曲線と呼ぶと、この曲線が椅子型需要曲

線の上方に位置するならば、企業ｆは最初輸

出を選択しない。 

 

 

（8）企業ｆの限界費用曲線が技術進歩によ

り下方にシフトするならば、ゼロ輸出利潤曲

線も下方にシフトする。この曲線が椅子型需

要曲線に接するとき、企業ｆは輸出を開始す

る。このとき、企業ｆは輸出から追加的利潤

をまったく得ていない。自国企業から見れば

ゼロ利潤で外国企業は自国市場にダンピン

グを行っているのである。 

 

 

 

４．研究成果 

 

ダンピングを行う外国企業は本国におい

て一定の価格と利潤が保証された企業であ

るとする。この仮定の下では、企業の利潤最

大化行動により、輸入国市場への輸出は輸出

からの利益が非常に小さい状況で開始され

る形で、製品が安売りされることを明らかに

できた。このダンピングが発生しても、長期

においては、輸入国企業の利潤はゼロであり

続ける。消費者余剰はダンピング前後で変化

しないことを示すことができる。したがって、

ダンピングは長期には輸入国の厚生を変化

させないと結論できた。短期の効果について

の分析は将来の課題として残っている。この

ような需要シフトダンピングの長期の厚生

に関する結果は新しい理論的成果であり、ダ

ンピングに関する研究に一定のインパクト

を与えると期待できる。 
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